
雷
か
ら
働
き
盛
り
会
長

「
人
生
六
十
、
花
な
ら
曹
、
七
十

・
八
十

働
き
盛
り
、
九
十
に
な
っ
て
迎
え
が
来
た

ら
、
百
ま
で
待
て
と
追
い
返
せ
」
勝
手
に

五

・
六

・
七
の
歳
の
位
を
上
げ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
、
そ
う
思

っ
て
い
ま
す
。
教
本

口可

年

第
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ヘ
飯
田
　
龍
鷹

人
の
巻
は
浴
衣
掛
け
の
吟
集
と
宗
家
が
言

わ
れ
る
。
そ
う
で
す
、
人
生
の
夢
や
希
望

を
盛
沢
山
に
積
ん
だ
、
楽
し
い
正
に
吟
楽

の
宝
船
で
す
。
長
寿
世
界

一
を
誇
る
日
本
、

男
子
七
十
八
歳
、
女
子
八
十
五
歳
と
抜
群

で
、
長
寿
に
は
生
き
甲
斐
こ
そ
必
須
で
す
。

さ
て
私
共
の
師
宗
家
は
、
失
礼
と
は
存

じ
ま
す
が
、
盛
り
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て

居
ら
れ
ま
す
。
詩
を
吟
じ
て
真
善
美
に
及

び
、
流
統
の
吟
を
心
情
豊
か
に
披
露
さ
れ
、

魅
力
に
満
ち
た
吟
声
は
、
全
国
大
会
に
、

研
修
会
に
、
記
念
大
会
そ
の
他
の
各
会
に

大
き
く
拡
が

っ
て
い
ま
す
。
私
共
の
囲
り

に
は
、
こ
の
働
き
盛
り
の
人
を
結
構
お
見

受
け
し
ま
す
。
私
の
師
事
し
た
書
の
石
川

葉
山
先
生
、
九
十
六
歳
、
千
葉
佐
倉
か
ら

遠
く
丸
の
内
、
小
石
川
そ
し
て
鎌
倉

へ
と

徒
歩
電
車
で
通
わ
れ
、
夕
方
か
ら
弟
子

一

人

一
人
に
書
の
心
技
在
教
え
て
居
ら
れ
ま

す
。
そ
の
縦
画
横
画
左
右
の
は
ら
い
を
書

か
れ
る
時
の
筆
圧
の
強
さ
と
、
し
な
や
か

さ
は
、
ご
指
南
に
与
る
五
十
代
以
上
の
弟

子
達
を
圧
倒
し
、
驚
愕
旦
つ
敬
愛
措
く
能

わ
し
め
ず
と
い
う
処
で
す
。
明
治
生
れ
の

頑
固
と
人
間
愛
を
感
じ
て
い
ま
す
。

先
日
あ
る
月
刊
誌
で
、
石
井
好
子
さ
ん

の
随
筆

「
四
十

一
回
目
の
パ
リ
祭
」
を
拝

見
。
著
名
政
治
家
の
息
女
と
し
て
正
統
シ

ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
花
形
。
そ
の
彼
女
が
パ

り
祭
コ
ン
サ
ー
ト
四
十

一
回
を
八
十

一
歳

で
迎
え
る
。
健
康
に
意
ま
れ
、
本
原
選
手

と
水
泳
で
鍛
え
、
老
年
に
入

っ
て
呼
吸
法

と
発
声
の
師
に
巡
り
逢
え
た
お
陰
で
歌
い

続
け
て
来
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
更
に
来
年

二
月
、
国
際
フ
オ
ー
ラ
ム
で
八
十
人
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
に
ア
ン
コ
ー
ル
公
演
を

さ
れ
る
。

「私
は
満
八
十
歳
、
廿
歳
の
青

春
を
四
回
繰
り
返
し
て

一
歳
と
な
り
、
こ

れ
か
ら
又
廿
歳
に
向
か

っ
て
生
き
て
行
く

と
の
仏
人
歌
手
の
言
を
借
り
、
初
心
に
戻

り
、
歌
手
の
道
を
歩
む
と
言
わ
れ
ま
す
。

日
野
原
重
明
先
生
、
豊
か
に
老
い
を
生

き
る
九
十

一
歳
、
新
老
人
会
々
長
を
始
め

多
方
面
で
そ
れ
こ
そ
働
き
盛
り
、
今
以
て

聖
露
加
病
院
の
八
階
迄
エ
レ
ベ
ー
タ
を
使

わ
ず
、
二
段
ず
つ
上
が
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

時
折
テ
レ
ビ
で
も
お
話
を
さ
れ
ま
す
。

テ
レ
ビ
と
言
え
ば
、
先
日
、
梅
原
猛
先

生
出
演
の

「徹
子
の
部
屋
」
を
拝
見
し
ま

し
た
。
先
生
は
、
大
病
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、
幾
多
の
研
究
、
講
演
等
を
行
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
立
命
館
大
教
授
、
京
都
市

立
芸
術
大
学
長
、
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ

ー
所
長
、
日
本
ベ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
、
文
化

勲
章
受
賞
、
そ
し
て
哲
学
、
宗
教
活
動
等

も
盛
ん
に
行
な‥
っ
て
お
ら
れ
、
著
作
多
数
。

特
に
日
本
の
現
状
を
憂
え

「平
和
憲
法
と

対
に
な
る
べ
き
道
徳
が
出
来
て
い
な
い
。

道
徳
心
の
マ
ヒ
を
恐
れ
、
日
本
は
滅
ぶ
ん

で
は
な
い
か
と
」
授
業
で
教
え

「此
等
の

仕
事
を
成
し
遂
げ
る
為
に
生
き
な
け
れ
ば

と
の
お
話
で
し
た
。

平 成
千 代  ロ
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裁
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標
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岳
精
流
全
国
吟
道
大
会

「礼
と
節
」
に
徹
し
た

一
日

今
年
の
大
会
は
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
。

会
場

へ
急
ぐ
会
員
さ
ん
達
も
晴
々
と
し

た
表
情
で
あ
っ
た
。
今
年
は
出
番
が
早
い
。

大
合
吟
へ
登
壇
の
た
め
舞
台
の
袖
で
並

ん
で
い
る
我
々
の
耳
に
ま
ず
届
い
た
の
は
、

総
合
司
会
の
橋
本
淳
泉

（神
田
）
の
開
会

を
告
げ
る
声
、
初
め
て
の
大
役
な
が
ら
、

落
ち
着
い
て
、
よ
く
響
き
わ
た

っ
た
。

練
り
上
げ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
い
、
粛

々
と
進
み
、
地
の
利
も
あ

っ
て
当
日
最
大

百
廿
名
が
磯
田
副
会
長
の
先
導
で
杜
牧
の

「江
南
の
春
」
ア
ッ
と
言
う
間
に
終
わ
っ

た
が
、
全
員
満
ち
足
り
て
席
に
戻
る
。

男
子
チ
ー
ム
が
挑
戦
し
た
合
吟
コ
ン
ク

ー
ル
は
廿
六
チ
ー
ム
中
、
廿
が
女
子
。
数

だ
け
で
な
く
実
力
も
圧
倒
し
、
今
年
も
上

位
を
独
占
。
来
年
こ
そ
男
子
た
る
者
更
に

精
進
し
て
捲
土
重
来
を
期
そ
う
。

特
別
寿
栄
合
吟
に
男
子
九
人
が
元
気
に

登
壇
、
益
々
ご
健
吟
を
。

特
別
構
成
番
組
は
ベ
リ
ー
来
航
百
五
十

年

「明
治
の
夜
明
け
」
の
タ
イ
ト
ル
で
維

新
の
原
動
力
と
な

っ
た
先
達
を
、
流
統
を

背
負
う
方
々
の
精
魂
を
込
め
た
朗
々
た
る

吟
、
ま
た
吟
。

宗
家
、
宗
鋼
を
始
め
と
す
る
幹
部
、
会

長

・
支
部
長
吟
詠
、
少
壮
吟
士
、
全
国
吟

詠
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
と
、
高
い
レ
ベ
ル

の
吟
が
ぎ

っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
密
度
の
濃

い
時
が
な
が
れ
た
。

今
年
も
、
ご
高
齢
の
宗
家
は
お
元
気
で

世
相
を
愁
い
、
日
本
と
国
民
を
愛
し
、
流

統

へ
の
想
い
は
熱
か
っ
た
。
聾
鎌
と
し
た

「雨
に
も
負
け
ず
」
が
拝
聴
出
来
た
の
は

会
員
と
し
て
至
福
の
極
み
で
あ

っ
た
。

三
年
連
続
で
コ
ン
ク
ー
ル
係
を
日
園
支

部
と
担
当
、
問
題
点
の
対
応
に
全
力
投
球

の
事
業
部
門
、
神
田
、
ハ
ザ
マ
、
錬
水
各

教
場
そ
し
て
特
技
を
請
わ
れ
て
担
当
の
他

教
場
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
ほ
ぼ
完
璧
に

近
い
運
営
で
あ

っ
た
と
宗
家
を
初
め
と
す

る
全
体
の
賞
賛
を
戴
け
た
こ
と
を
報
告
し

関
係
各
位
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
今
年
の
指
標

「礼
と
節
」
が
全
体

を
通
し
て
脈
々
と
流
れ
、
考
え
方
が
統

一

さ
れ
た
大
会
で
あ

っ
た
事
が
特
筆
さ
れ
る
．

―
◇
†
◇
†
◇
―
◇
―
◇
†
◇
†
◇
†

教
本
と
首

っ
引
き
の
拝
聴

清
水
教
場
　
山
口
　
　
勝

詩
吟
の
世
界
に
仲
間
入
り
し
て
六
カ
月

今
回
の
全
国
吟
道
大
会

へ
の
参
加
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
と

あ
っ
て
、
見
る
も
の
聴
く
も
の
す
べ
て
興

味
津
々
で
し
た
。

当
日
は
定
刻
の

一
時
間
程
前
に
着
き
ま

し
た
が
、
既
に
指
定
の
服
装
を
整
え
た
皆

ん
が
、
整
然
と
開
場
を
待

っ
て
い
ま

た
。
私
達
の
出
番
は
三
番
目
。
開
会
に
先

立

っ
て
の
楽
屋
集
合
の
た
め
、
開
会
式
は

舞
台
袖
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

出
場
合
吟
は
夢
中
で
、
思
え
ば

「皆
で

渡
れ
ば
―
」
の
心
境
。
さ
て
、
参
加
前
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拝
見
し
ま
す
と
、
課
題
吟
、

薄鯵疇認醐姫糊
的顔輔酢
夢謳導堪劃

っ
引
き
で
拝
聴
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
特
に
感
じ
た
こ
と

は
、
全
国
の
岳
精
会
が
、
俗
な
言
い
方
を

す
れ
ば

「
よ
く
も
こ
れ
だ
け
、
方
言
で
な

く
標
準
語
で
吟
ず
る
こ
と
が
出
来
る
も
の

だ
な
―
」
と
思

っ
た
こ
と
で
す
。
特
別
構

成
番
組
ベ
リ
ー
来
航
百
五
十
年

『明
治
の

夜
明
け
』
は
さ
す
が
圧
巻
で
し
た
。
関
係

の
皆
様
の
ご
努
力
に
感
服
し
た
次
第
で
す
。

全
百
三
十
七
曲
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
来
年

の
大
会
が
今
か
ら
待
遠
し
く
思
え
ま
し
た
。

女
声
上
位
の
コ
ン
ク
ー
ル

丸
の
内
第
二
教
場
　
八
日
　
玉
泉

吟
カ
ア
ッ
プ
と
、
心
を
合
わ
せ
た
男
の

声
で
上
位
入
賞
を
目
指
し
た
合
吟
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
悔
し
い
け
れ
ど
完
敗
だ

っ
た
。

昨
年
の
武
道
館
八
位
入
賞
の
メ
ン
バ
ー

で
、
都
合
九
回
と
い
う
練
習
を
殆
ど
全
員

が
無
欠
席
で
積
み
重
ね
、
そ
れ
な
り
の
手

応
え
を
感
じ
て
、
当
日
早
朝
の
最
終
声
出

し
を
し
て
臨
ん
だ
が
、
優
勝
の
砂
子
、
第

二
位
の
三
河
は
全
て
に
素
晴
ら
し
く
、
水

を
開
け
ら
れ
て
い
た
。
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終
了
後

「男
女
別
に
す
る
」
と
か

「今

後
は
女
声
で
な
い
と
勝
て
な
い
」
と
の
声

も
間
こ
え
た
が
、
こ
れ
は
残
念
だ
。
男
の

声
を
更
に
磨
い
て
、
弩
迫
力
で
差
を
縮
め

ら
れ
な
い
か
、
男
に
は
稽
苦
手
で
配
点
の

高
い
詩
心
表
現
に
専
心
し
て
、
更
に
プ
ラ

ス
出
来
る
も
の
を
如
何
に
し
て
身
に
つ
け

て
い
け
る
か
、
こ
の
ま
ま
ギ
ブ
ア
ッ
プ
で

は
日
本
男
児
た
る
も
の

（大
袈
裟
）
意
気

地
が
無
さ
す
ぎ
る
、
と
思
う
の
は
力
み
す

ぎ
だ
ろ
う
か
。

全
国
吟
道
大
会
に
参
加
し
て

ハ
ザ

マ
教
場
　
野
中
　
賢
佑

礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
全
国
吟
道

大
会
が
、
川
崎
市
で
挙
行
さ
れ
た
。

ま
ず
は
会
を
準
備
さ
れ
た
大
勢
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
初
め
て
の

参
加
で
、
ま
だ
詩
吟
を
教
わ
り
始
め
て
か

ら
半
年
し
か
経

っ
て
い
ま
せ
ん
。
出
る
の

は
早
す
ぎ
る
と
思
う
け
ど
…
、
ま
あ
い
い

か
、
外
れ
そ
う
に
な

っ
た
ら
回
パ
ク
パ
ク

で
も
参
加
し
た
事
に
変
わ
り
は
な
い
。

会
場
に
着
く
や

「千
代
田
は
早
め
の
出

番
。
す
ぐ
舞
台
の
方
に
行
き
な
さ
い
」
舞

台
の
袖
で
待
機
。
時
間
と
な
り
厳
粛
に
そ

し
て
ゆ

っ
く
り
と
始
ま

っ
た
。
礼
に
始
ま

リ
ス
タ
ー
ト
し
て
つ
い
に
出
番
が
回

っ
て

来
る
。
手
に
汗
が
滲
ん
で
い
る
。
百
廿
名

の
大
部
隊
、
さ
す
が
迫
力
が
あ
る
。
客
席

か
ら
ど
う
見
え
た
か
な
、
恐
ら
く
最
前
列

だ
け
が
見
ら
れ
て
い
る
の
か
な
。
自
分
達

が
終
わ
り
、
客
席
で
聞
く
と
分
か
る
だ
る́

う
。
や
は
リ

コ
ン
ク
ー
ル
の
講
評
で
も
、

態
度
の
評
価
を
重
視
。
即
ち
キ
チ
ン
と
立

つ
、
肘
を
曲
げ
な
い
、
マ
イ
ク
の
位
置
を

考
え
て
立

つ
等
の
評
価
が
か
な
り
の
ウ

ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。
声

の
音
域
の
広
さ
に
驚
嘆
も
し
た
。
男
で
は

手
の
届
か
な
い
よ
う
な
七
本
、
八
本
の
響

き
。
全
国
に
は
上
に
は
上
が
い
る
も
の
だ

と
、
こ
の
大
会
全
般
を
通
じ
て
感
じ
た
。

早
く

コ
ン
ク
ー
ル
に
も
参
加
出
来
る
よ
う

に
、
稽
古
に
励
ま
な
け
れ
ば
と
思
う
。

大
会
委
員
長
が

「
一
つ
で
も
収
穫
が
あ

れ
ば
い
い
」
と
お

っ
し
ゃ
つ
た
が
、
私
に

と

っ
て
は
大
い
な
る
収
穫
で
し
た
。

又
来
年
も
元
気
に
再
会
出
来
る
こ
と
を

念
じ
ま
す
。

野中 賢佑 <ハ ザマ>

府 ●ョ4ら .コユ

全
国
吟
剣
詩
舞
道
連
盟

吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
都
県
大
会

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
六
名
の
方
が

出
吟
し
て
五
月
に
行
な
わ
れ
た
。

東
日
本
大
会

へ
は
、　
一
歩
及
ば
な
か

っ

た
も
の
の
二
部
で
、
林
　
吾
風
、
城
戸
稲

山
、
渋
谷
辰
山
、
二
部
で
橋
本
淳
泉
の
四

氏
が
日
頃
の
実
力
を
発
揮
さ
れ
、
堂
々
の

入
選
と
大
健
闘
で
あ

っ
た
。
来
年
の
都
県

大
会
は
も

っ
と
多
く
の
会
員
が
出
吟
出
来

る
事
を
期
待
し
て
い
る
。

第

一
回
初
期
研
修
会
開
催

会
長
が
直
接
新
人
指
導
を
さ
れ
る

「
初

期
研
修
」
は
年
間
計
画
で
立
て
ら
れ
な
が

ら
、
会
場
確
保
が
難
か
し
か

っ
た
が
予
定

通
り
七
月
三
十

一
日
、
明
治
生
命
講
堂
で

開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
全
教
場
か
ら
七
十

四
名
が
出
席
し
た
。

吟
題
は

「徳
川
家
康
公
遺
訓
」
と

「長

寿
吟
」
二
時
間
近
い
熱
心
な
ご
指
導
に
参

加
者
も
熱
が
入
り
、
最
後
に
指
名
さ
れ
て

「
‥
遺
訓
」
を
橋
本
淳
泉
、
加
藤
千
恵
子

（神
田
）
が
華
麗
な
連
吟
で
、

「
長
寿
吟

を
遊
佐
梅
泉
、
中
川
睦
泉

（
ハ
ザ

マ
）
寺

沼
智
泉

（清
水
）
が
味
わ
い
深
く
独
吟
し

て
満
場
の
喝
采
を
受
け
た
。

終
了
後
、
親
和
部
門
の
肝
煎
り
で
ゝ
暑

気
払
い
を
兼
ね
懇
親
会
が
開
か
れ
た
が
、

長
寿
吟
そ
の
も
の
の
健
咬
ぶ
り
が
発
揮
さ

れ
大
変
な
盛
り
上
が
り
だ

っ
た
。
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詩
吟
に
相
応
し
い
味
わ
い
と
格
式
の
会
場

今
年

の
温
習
会
は
深
川
江
戸
資
料
館

毎
年
、
日
程
と
会
場
で
苦
労
す
る
温
習

会
が
深
川
江
戸
資
料
館
で
十
二
月
十
四
日

と
決
定
し
た
。

半
蔵
門
線

・
大
江
戸
線

「清
澄
白
河
駅
」

よ
り
３
分
と
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
小
劇
場

は
芝
居
小
屋
の
雰
囲
気
で
固
定
席
二
三
二

席
。
全
て
の
点
で
申
し
分
無
い
会
場
。

隣
に
松
平
定
信
の
墓
所
霊
厳
寺
、
下
町

情
緒
溢
れ
吟
に
び

っ
た
り
。

終
了
後
の
懇
親
会
場
も
清
澄
通
り
を
は

さ
ん
で
歩
い
て
５
分
の
都
指
定
名
勝
清
澄

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

【私
の
心
に
残
る

一
詩
】
そ
の
十

一

丸
の
内
第

一
教
場
　
平
井
　
紅
風

心
に
残
る

一
詩
と
問
わ
れ
ま
す
と
考
え

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も

多
く
の
詩
を
教
え
て
戴
き
、
ど
の
詩
も
心

残
り
、
心
に
響
き
ま
す
。

さ
て
、　
一
題
だ
け
と
り
上
げ
ま
す
と
私

ま
―切
隠
君
を
尋
ぬ
　
　
高
　
幕

渡
水
復
渡
水
　
　
着
花
還
花
着

．春
風
江
上
路
　
　
不
党
到
君
象

こ
の
詩
は
、
江
南
の
水
郷
の
春
を
風
の

吹
く
ま
ま
に
　
ゆ

っ
た
り
の
ど
か
に
豊
な

心
で
、
幾

つ
も
の
川
を
渡
り
、
あ
ち
こ
ち

庭
園
内
の

「大
正
記
念
館
」
。
ガ
ラ
ス
戸

か
ら
は
回
遊
式
林
泉
庭
園
が
泉
水
に
映
え

て
見
渡
せ
、
百
五
十
人
収
容
出
来
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
、

連
吟
発
表
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
に

よ
る
構
成
吟
、
剣
舞
と
全
員
参
加
の
新
企

画
が
並
び
、
会
員
以
外
の
方
々
に
も
声
を

掛
け
、
吟
へ
の
理
解
と
新
会
員
の
拡
大
の

契
機
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

両
会
場
と
も
理
想
的
で
次
年
度
以
降
も

継
続
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

の
花
を
見
な
が
ら
、
隠
棲
し
て
い
る
賢
者

あ
る
い
は
恋
人
を
尋
ね
て
行
く
風
情
が
心

に
浮
か
び
ま
す
。

吟
じ
て
い
ま
す
と
心
が
穏
や
か
に
、
そ

し
て
や
さ
し
く
癒
さ
れ
ま
す
。
い
ま
喜
寿

を
迎
え
て
、
な
お
元
気
に
吟
じ
ら
れ
る
こ

と
に
心
か
ら
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
和
で
あ
る
事
に
つ
く
づ
く
感

謝
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

吟
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。
大
好
き
で
す
。

謝
　
謝

【教
場
だ
よ
り
】
　
　
　
　
　
　
　
．一

潮
来
浪
漫清
水
教
場
　
大
槻
鉾
山

潮
来
の
夕
　
　
　
角
光
嗜
堂

野
を
行
け
ば
菖
蒲
花
咲
く
潮
来
の
辺
り

水
郷
千
里
又
雨
に
情
あ
り
　
　
　
・

・

腱
月
花
の
数
数
出
島
に
薫
り

鹿
島
神
山
誰
が
為
に
煙
る
　
　
　
　
一　
●

ご
存
知
角
光
哺
堂
は
水
郷
潮
来
ヽ
鹿
島

の
情
景
を
、
こ
の
詩
句
で
情
緒
た
っ
ぶ
り

に
表
現
し
尽
く
し
て
い
る
。
鹿
島
で
生
れ

育

っ
た
私
と
し
て
は
、
こ
の
吟
壺
欄
く
と

嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て
く
る
。
　
　
　
　
・

教
場
発
足
七
年
、
初
め
て

一
泊
吟
行
会

を
飯
田
会
長
の
鶴
の

一
声
で
、

「潮
来
あ

や
め
祭
」
の
最
中
を
狙

っ
て
六
月
十
三

・

十
四
日
に
実
施
し
た
。

朝
九
時
半
東
京
駅
発
高
速
バ
ス
で
鹿
島

へ
、
鹿
島
神
宮
は
武
甕
槌
神
を
祭
神
と
し
、

神
武
天
皇
が
自
ら
ご
即
位
の
年
に
勅
祭
さ

れ
た
我
国
最
古
に
類
す
る
大
社
で
、
武
人

は
戦
に
赴
く
前
に
武
運
長
久
を
願

っ
て
参

詣
し
た
。
所
謂

「鹿
島
立
ち
」
で
あ
る
。

神
域
は
廿
万
坪
、
ま
さ
に
神
の
森
と
言
え

る
荘
厳
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

地
震
を
起
こ
す
大
鯰
の
頭
を
押
さ
え
て

い
る

「要
石
」
の
前
で

「潮
来
の
夕
」
を

続
い
て
楔
斎
場

「御
手
洗
池
」
で
俳
句

「古
池
や
」
更
に
芭
蕉
碑
前
で

「
こ
の
松

の
」
を
合
吟
し
て
神
域
を
逍
適
し
た
。
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鹿
島
神
富
を
拝
辞
し
て
、
地
元
有
名
店

「竹
や
ぶ
」
で
昼
食
。
更
に
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
見
て

健
闘
を
祈
り
つ
つ
、

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
に

向
か
っ
た
。
こ
の
宿
は
高
台
の
景
勝
地
に

建
て
ら
れ
た
唯

一
温
泉
の
出
る
地
元
評
判

の
ホ
テ
ル
．
温
泉
に
浸

っ
て
リ
ラ
ッ
タ
ス

し
て
か
ら
約
二
時
間
、
飯
田

・
磯
田
両
先

生
の
前
で
各
々
力

一
杯
の
独
吟
を
披
露
し
、

懇
篤
率
直
な
ご
指
導
を
戴
い
た
。
暫
時
休

憩
後
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
入
れ
、
ホ
テ
ル
自

慢
の
料
理
を
つ
つ
き
な
が
ら
余
興
の
数
々

に
う
つ
つ
を
抜
か
し
た
。

翌
十
四
日
、
本
番

「あ
や
め
見
物
」
の

船
着
場
に
向
か
う
。
屋
根
付
の
サ
ッ
パ
舟

を
借
切
り

「十
二
橋
め
ぐ
り
」
と
相
成

っ

た
。
粋
な
姿
の
女
船
頭
が
櫓
と
樺
を
交
互

に
巧
に
操
る
。
両
側
堤
に
は
地
元
の
人
が

丹
精
し
て
育
て
た
あ
や
め
の
花
が
咲
き
競

い
、
我
々
は
酒
と
唄
と
に
酔
い
痴
れ
た
。

十
二
橋
は
思

っ
た
よ
り
低
く
狭
い
連
絡
橋

で
、
何
れ
も
長
さ
五
米
位
。
こ
の
舟
遊
び

は

一
時
間
で
、
李
白
の

「江
上
吟
」
の
感

覚
と
は
違

っ
た
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ

っ

た
。
舟
を
上
が
り
、
あ
や
め
園
の
花
菖
蒲

を
見
て
回

っ
た
。
嗜
堂
は

「水
郷
千
里
雨

に
情
あ
り
」
と
唄

っ
て
い
る
が
、
田
圃
に

咲
く
可
憐
な
あ
や
め
に
朧
月
を
か
ら
ま
せ

て
。
水
郷
独
特
の
情
景
を
浮
か
び
上
ら
せ

て
い
る
。
正
に
現
実
の
夢
路
の
世
界
な
の
、

だ
。
華
麗
と
哀
愁
が
漂

っ
て
い
た
。

鹿
島
神
宮
と
温
泉
の
吟
と
あ
や
め
見
物

と
舟
遊
び
、
異
色
の
取
合
せ
だ

っ
た

「潮

（も
し
、
来
年
の
六
月
に
で
も
潮
来
に
行

き
た
い
吟
友
が
居
ら
れ
た
な
ら
、
私
の
知

っ
て
い
る
限
り
の
情
報
を
提
供
致
し
ま
す
）

劃

翻

樹

到

毎
回
参
加
三
十
名
を
越
え
る
盛
況

四
月
よ
り
始
ま
っ
た
研
修
会

（渋
谷
辰

山
リ
ー
ダ
ー
）
は
参
加
者
が
、
研
究
発
表

と
い
う
形
で
毎
月
開
催
さ
れ
、
詩
仙

「李

白
」
の
詩
を
延
べ
十

一
名
が
担
当
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
資
料
を
探
し
、
色
々
な
切
り

口
で
解
説
さ
れ
、
興
趣
の
尽
き
な
い
構
成

と
な
り
、
四
回
で
終
了
。
八
月
よ
り
は
詩

聖

「社
甫
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

第

一
回

（四
月
十
五
日
）

蛾
眉
山
月
の
歌

独
り
敬
亭
山
に
坐
す

第
二
回

（五
月
廿
二
日
）

山
口
　
隆
泉

前
田
　
道
山

早
に
白
帝
城
を
発
す
　
　
上
国
　
也
泉

黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を

送
る
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
　
玉
泉

自
ら
遣
る
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
駿
泉

第
二
回

（六
月
廿
六
日
）

慮
山
の
瀑
布
を
望
む
　
　
一員
橋
　
辰
泉

清
平
調
詞

（
一
二
Ｔ
三
）
耳
塚
　
昇
山

江
上
吟
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
鉾
山

第
四
回

（七
月
廿
四
日
）

江
倫
に
送
る
　
　
　
　
　
一罰
田
　
達
也

山
中
幽
人
と
対
酌
す
　
　
町
田
　
湧
山

晃
卿
衡
を
哭
す
　
　
　
　
伴
　
　
平
風

来
浪
漫
」
は
、
夫
々
の
胸
に
楽
し
み

の
思
い
を
刻
み
つ
け
て
終
わ

っ
た
。

盛
会
の
詩
歌
研
修
会

神
田
教
場
　
福
島
　
赳
山

情
報
は
英
語
で

【
●
一
ｏ
【
一
ぃ
職
①

，
ｏ
ｏ
と

】
ヨ
「
０
日

”
け
い
０
コ
の
二

っ
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
詩
歌
研
修
会
は
既
に
四
回
集

ま
り
ゝ

「李
白
」
の
絶
句
と
人
柄
を
中
心

に
勉
強
し
た
。
毎
回
、
担
当
者
が
説
明
さ

れ
た
が
、
集
め
た
資
料
と
整
理
さ
れ
た
努

力
が

一
番
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
昨
日
ま

で
知
ら
な
か

っ
た
話
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

一
方
参
加
者
は

一
所
懸
命
、
注
意
深
く

説
明
を
聴
き
、
本
当
に
充
実
し
た
会
に
な

り
ま
し
た
。
時
に
聴
く
努
力
の
な
か
に
、

自
分
な
り
に

「
こ
の
点
は
ど
う
し
て
、
な

ぜ
？
」
と
、
も
う

一
度
自
問
自
答
す
る
と

鯉郡い
汁窄謙詢脚蒙熱酸ぃ紳曖臨麒

い
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

磯
田
副
会
長
が

「恐
ら
く
全
国
の
岳
精

会

（現
在
廿
五
あ
る
）
で
、
詩
歌
の
勉
強

会
を
や

っ
て
い
る
の
は
千
代
田
が
断
ト
ツ

で
な
い
か
な
」
と
云
わ
れ
ま
し
た
が
、
私

も
そ
う
思
い
ま
し
た
。

私
の
直
感
で
す
が
、
詩
歌
研
修
会
が
今

後
益
々
活
発
に
な
る
と
、
そ
の
う
ち
に
、

Ｏ
Ｏ
人
物
の
Ｏ
Ｏ
の
箇
所
は
、
千
代
田
岳

精
会
の
詩
歌
研
修
会
に
尋
ね
た
ら
‥
と
い

う
声
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
秘

か
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

発
…
　
　
　
　
率・‥
　
　
　
　
　
発
；
　
　
　
　
￥…
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磯
田
副
会
長
総
本
部
指
導
本
部
員
に

磯
田
副
会
長
が
、
六
月
十
三
日
付
け
で

岳
精
流
日
本
吟
院
総
本
部
指
導
本
部
員
に

任
命
さ
れ
た
。
千
代
田
と
し
て
は
飯
国
会

長
に
次
い
で
二
人
目
と
な
る
。

七
月
十
二
日
の
指
導
本
部
員
研
修
で
は
、

宗
家
を
始
め
と
す
る
諸
先
生
方
の
吟
詠
の

伴
奏
を
指
名
さ
れ

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
で
担
当

さ
れ
た
。

ヨ

ヨ

コ

司

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
研
修
会
始
ま
る

会
場
の
調
整
で
、
苦
労
し
た
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
研
修
会
は
、
六
月
廿
七
日
第

一
回
を

開
催
、
廿
五
名
の
参
加
で
あ

っ
た
。

流
統
内
で
も
数
少
な
い
こ
の
様
な
研
修

会
は
、
本
部
指
導
部
で
も
正
し
い
節
調
を

徹
底
す
る
点
か
ら
も
興
味
を
示
さ
れ
、
荻
、

町
田
正
副
リ
ー
ダ
ー
作
成
の
研
修
資
料
が

参
考
に
届
け
ら
れ
た
。
各
教
場
自
前
の
演

奏
体
制
の
確
立
が
目
的
で
あ
る
が
、
温
習

会
で
の
成
果
発
表
も
楽
し
み
で
、
励
み
と

な
っ
て
い
る
。

【

新

会

員

紹

介

】

◇
丸
の
内
女
子
教
場

本
多
　
敦
子
さ
ん

（五
月
入
会
）

丸
の
内
第
二
教
場
の
本
多
弘
泉
さ
ん

の
奥
様
て
す
。
ウ
ダ
イ
ス
嬢
を
な
さ
る

程
の
高
音
で
き
れ
い
な
声
の
方
で
す
。

詩
吟
を
聞
い
て
、
吟
の
深
さ
に
感
銘

を
受
け

「
日
本
の
心
」
を
知
り
た
く
て

の
入
会
で
す
。
本
数
差
を
超
え
た

「夫

婦
吟
」
楽
し
み
で
す
。

◇
東
陽
町
教
場

金
子
　
千
枝
子
さ
ん

（六
月
入
会
）

読
売
川
ロ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
剣
舞

『
千

峰
流
』
家
元
と
し
て
講
座
を
持
た
れ
、

そ
の
道
は
廿
五
年
と
の

′
事
。
詩
吟
も
同

衛
岡端疇灘遊蒙蹂期
詢繊腱盪
媛知

さ
れ
ま
し
た
。
吟
友
と
し
て
今
後
と
も

宣
し
く
お
願
い
し
、
華
麗
な
踊
り
が
拝

見
出
来
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

金
子
　
忠
嗣
氏

（七
月
入
会
）

昭
和

一
桁
、
浅
草
生
ま
れ
の
浅
草
育

ち
、
生
粋
の
下
町
子
で
す
。
日
本
ビ
ク

タ
ー
の
Ｏ
Ｂ
で
、
中
小
企
業
診
断
士
。

定
年
退
職
後
は
、
そ
の
手
腕
を
買
わ

れ
日
本
橋
小
船
町
町
会
で
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
東
奔
西
走
し
て
い
ま

す
。
詩
吟
は
初
心
者
と
は
思
え
な
い
音

感
の
良
さ
と
堂
々
と
し
た
声
量
で
、
期

待
の
人
で
す
。
七
十
歳
。

◇
清
水
教
場

武
藤
　
孝
氏

（七
月
入
会
）

）

自
己
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
崚

昭
和
十
六
年
浅
草
生
ま
れ
、
市
川
で
育

ち
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
邦
楽
が
好

き
で
、
カ
ラ
オ
ケ
の
選
曲
に
も
そ
の
傾

向
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
詩
吟
と
は

初
め
て
の
出
会
い
で
す
が

「
健
康
に
も

良
い
ぞ
」
と
の

一
言
で
挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
い
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

十
七
号
の
体
制
改
編
記
事
に
、
記
入
漏

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
ま
す
。

吟
楽
部
門

功
刀
蒼
泉
サ
ブ

（
ハ
ザ

マ
）

何
か
欲
し
け
れ
ば
、
新
聞
配
達
等
で
収

入
を
得
る
、
お
手
伝
い
で
小
遣
い
を
貰
う
。

そ
ん
な
体
を
動
か
し
、
汗
を
流
す
喜
び

を
知
ら
な
い
子
供
達
が
何
と
多
い
事
か
。

甘
や
か
さ
れ
、
汗
し
て
得
る
報
酬
の
尊

さ
に
思
い
も
及
ば
な
い
、
自
己
中
心
的
な

多
く
の
若
年
層
。
中
学
生
と
地
域
清
掃
を

し
て

「働
い
て
他
人
に
喜
ば
れ
る
こ
と
が

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
」
と
言
う
ゼ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
ギ
ャ
ツ
プ
に
、
親
の
躾
が
如
何
に

乏
し
い
か
考
え
さ
せ
ら
れ
、
吾
が
世
代
の

育
児
の
過
ち
を
反
省
し
ま
す
。

（八
日
）

-6-


